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カメラトピックス c a m e r a  t o p i c s
市政の動きを写真で紹介

■ 大切なのは続けること
　東京で受講した講座をきっかけに、マジックの勉強を必死に続け
ました。挑戦する中で、やりたいと思ったらそれを続けることで、
可能性は無限大になると気づきました。大切なのは、諦めずに続け
ることです。全ての年代の人に、夢や目標を持って新しいことにチャ
レンジしてほしいと思い、そのきっかけづくりに取り組んでいます。
■ 笑顔の連鎖で地域を明るく
　吉田地域の成人学級やお達者サロン、イベントを中心に、昨年は
市内外の107カ所でパフォーマンスを披露しました。マジックで笑顔
になってもらえると、その周りの人や家族にも笑顔が連鎖するんで
す。それらがつながって、誰もが明日を笑顔で迎えられたらいいな
という思いで活動しています。
■ みんなが自然の中で交流できる機会を
　現在、地域の活性化に取り組む「特定非営利活動法人りんぐ」を
立ち上げる準備をしています。吉田の地域性を生かして、田んぼや
畑、竹などの自然を活用したイベントを開催する予定です。世代を
超えて一緒に、自然の中で楽しく活動することで、人と人とのつな
がりをもっと広げていきたいです。

喜入の新たな交流スポット

災害への備えを万全に

喜入駅内の交流スペース「ゆなべーす喜入」と鹿児
島ユナイテッドFCのクラブハウスがオープン。地域
の皆さんの交流の場としても活用が期待されます。

大雨や台風のシーズンを前に、桜島で防災点検
を実施。市民の皆さんも防災リーフレット（９～
12面）を活用し、日頃からの備えをお願いします。

４月14日(月)・27日(日)

５月８日（木）

本市に思いを寄せる皆さんとともに 渋谷が鹿児島に染まった２日間

未来を担う学生と意見交換 安心して子育てができるまちへ

「渋谷・鹿児島おはら祭」と「鹿児島焼酎＆ミュージックフェスin渋谷」を開
催。渋谷の街におはら節などが響き渡る中、本市の食や文化などの魅力を
力強く発信し、鹿児島ファンの輪が大きく広がった２日間となりました。

下鶴市長が鹿児島大学の新入生に、本市の現
状や取り組みなどの講話を実施。まちづくりを
テーマとした活発な質疑も交わされました。

保育所などの待機児童数が２年連続ゼロに（４月１
日現在）。引き続き待機児童ゼロを安定的に維持す
るため、新たな保育士の確保などに取り組みます。

５月17日（土）・18日（日）

４月25日（金） ４月28日（月）

生き生き！ マグマシティ

　東京での約30年のボランティアやパフォーマンスの活
動を経て、現在、吉田地域を拠点にマジック教室やショー
を行う。平日は発達障害などの子どもの活動補助員とし
て働きながら、休日にはマジックパフォーマーとして活
躍するマジックrinさんに、お話を伺いました。

吉田から笑顔を届けるパフォーマー
マジックrin（久松 義夫） さん

Instagram

毎月第２日曜日
マジック教室
開催中！

ゆなべーす喜入
（４月14日オープン）

鹿児島ユナイテッドFC
クラブハウス

（４月27日完成）

本格的な雨のシーズンを迎えています
～防災リーフレットで、いざという時への備えを～市長からのメッセージ

　今年は平年より早く梅雨入りし、大雨などに警戒が必要な時
期を迎えています。特に近年は、全国各地で線状降水帯による
激しい雨が甚大な被害をもたらしており注意が必要です。
　本市では、避難が難しい夜間に線状降水帯が発生する可能性
がある場合などに、土砂災害や洪水のおそれがある場所にお住
まいの高齢者等の皆さんが早い段階で避難できるよう、市内47
カ所の「早期開設避難所」の運用を今月から開
始します。
　また、要介護３以上など、避難所生活で特別
な配慮が必要な方や、そのご家族などが安心し
て直接避難いただけるよう、市内13カ所の「指

定福祉避難所」を避難情報の発令に合わせて開設します。
　「市民のひろば」の中面に防災リーフレットとして、避難す
るタイミングや場所、ご家庭で備蓄する生活用品など、防災の
備えとして、確認や実践をしていただき
たいことを掲載しています。
　市民の皆さんお一人おひとりの防災
対策によって、地域全体の防災力も高ま
りますので、ぜひご活用いただき、いざ
という時への備えを進めていただきま
すようお願いいたします。

鹿児島市長

災害時にも役立つ
市公式SNS

■ LINE
　「鹿児島市
　公式アカウント」

■ X
　「鹿児島市公式」

■ Facebook
　「鹿児島市
　広報課」

事前に登録・
フォローを
お願いします


